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※環境基準　ｐＨ…６．５以上８．５以下 ▽ＢＯＤ…ＡＡ＝１㎎ /Ｌ以下、Ａ＝２㎎ /Ｌ以下、Ｂ＝３㎎ /Ｌ以下

▽ＳＳ…２５㎎ /Ｌ以下 ▽ＤＯ…ＡＡ・Ａ＝７．５㎎ /Ｌ以上、Ｂ＝５㎎ /Ｌ以上
※類型　水質の良好な順にＡＡからＥまでそれぞれ基準を定めています。
※ｐＨ（水素イオン濃度）　ｐＨ７が中性、それより数値が大きければアルカリ性、小さければ酸性
※調査項目　ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）…微生物が水中の有機物を二酸化炭素や水などに分解

するために必要な酸素の量。この数値が大きいほど川は汚れていることになります ▽ＳＳ（浮遊物
質）…水中に浮いている不溶性の物質 ▽ＤＯ（溶存酸素）…水中に溶けている酸素

表１　主要河川の水質調査（年間平均値）

河川名 調査地点名 類型
調査項目

ｐＨ ＢＯＤ（㎎ / Ｌ）ＳＳ（㎎ / Ｌ）ＤＯ（㎎ / Ｌ）

多摩川
御岳橋 ＡＡ ７．５ ０．６ ３．０ １０．６

多摩川橋 Ａ ７．５ ０．６ １．０ １０．７

成木川
北小曾木川合流後 Ａ ８．０ ０．６ １．０ １１．０

両郡橋 Ａ ７．９ ０．５ １．３ １０．６

黒沢川
峯向橋 Ａ ７．９ ０．８ １．０ １１．１
落合橋 Ａ ８．１ ０．６ １．０ １０．７

霞川
城前橋 Ａ ７．７ ０．８ １．０ １０．３
金子橋 Ａ ８．０ ０．６ １．３ １０．３

※時間区分　騒音…昼間＝午前６時～午後１０時、夜間＝午後１０時～翌日午前６時 ▽振動…昼間＝
午前８時～午後７時、夜間＝午後７時～翌日午前８時

※環境基準　生活環境を保全し、人の健康の保護に資するうえで、維持されることが望ましい基準
※要請限度　指定地域内において、①道路交通法上の規定による措置を要請することができる基準 ( 騒

音規制法第１７条 ) ②道路交通振動防止のための舗装、維持または修繕の措置を執るべきことを要
請し、または道路交通法の規定による措置を要請することができる基準（振動規制法第１６条）

表２　騒音と振動の調査

区分 調査地点 時間
騒音（ｄＢ） 振動（ｄＢ）

調査結果 環境基準 要請限度 調査結果 要請限度

騒音
最高値 吉野街道畑中３丁目

昼間 ６９ ７０ ７５ ３５ ６５
夜間 ６４ ６５ ７０ ２５ ６０

最低値 友田町４丁目
昼間 ５６ ７０ ７５ ２１ ６５
夜間 ５４ ６５ ７０ ２１ ６０

振動

最高値
成木街道根ヶ布２丁目 昼間 ６６ ７０ ７５ ４１ ６５

新町８丁目 夜間 ６１ ６５ ７０ ３３ ６０

最低値
友田町４丁目 昼間 ５６ ７０ ７５ ２１ ６５

秋川街道長淵８丁目
夜間

５８ ６５ ７０ １８ ６０
青梅街道日向和田３丁目 ５９ ６５ ７０ １８ ６０

表７　微小粒子状物質調査　　（単位　μｇ /㎥）
調査期間 梅郷市民センター

３月１１日～１２日
（２４時間） １０

※環境基準（抜粋）　１日平均値３５μｇ /㎥以下
※１μｇ（マイクログラム）＝１００万分の１ｇ

表８　藻類出現種・灰分率の調査

調査地点
調査日

４月１０日 ８月２９日 ２月２５日
種類 灰分率 (%) 種類 灰分率 (%) 種類 灰分率 (%)

市民球技場 ２６ ４０．３ ３９ ７７．２ ２２ ４５．８
和田橋 ３２ ５０．６ ４３ ８１．８ ２６ ５３．２
楓橋 ３３ ３９．３ ３０ ７２．０ ２９ ５７．７

※灰分率　採取試料に占める無機物の割合

表９－１　主要交差点のダンプトラック交通量調査　　　（単位　台）
調査日 最高値・交差点名 最低値・交差点名 平均値（９か所）

１２月１１日
１，９４８
成木八丁目

１９２
佐藤塚

９９０

３月１３日
１，９５９
成木八丁目

２２２
佐藤塚

１，０１９

表５　大気中ダイオキシン類の調査　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　ｐｇ－ＴＥＱ /㎥）
調査期間 市役所屋上 五小屋上 長淵市民センター駐車場 上長淵自治会館

夏期（８月２２日～２９日） ０．０１１ ０．００７４ 未実施 未実施
冬期（２月８日～２６日） ０．０１３ ０．０１０ ０．０１３ ０．０１４

※環境基準　０．６ｐｇ－ＴＥＱ /㎥以下
※１ｐｇ（ピコグラム）＝１兆分の１ｇ

表１０　光化学スモッグ注意報発令状況
区分 多摩西部 都全域

注意報 ２日 ９日
※光化学スモッグ注意報　大気中のオキシダン

トの含有率が０．１２ｐｐｍ以上の状態にな
り、その状態が継続すると認められるときに
発令されます。

表１１　苦情件数
項目 件数

大気汚染（煙等） ８３
水質汚濁（川の汚
れ等） １

騒音 ３７
振動 １
悪臭（煙等） ９７
その他 ５

合計 ２２４

表９－２　採石場周辺の大気中粉じん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　ｍｇ /㎥）
調査期間 最高値・調査地点 最低値・調査地点 平均値（７か所）

１１月２６日～１２月４日 ０．０１４
成木８－８５３－２付近

０．００８８
成木８－４２０付近 ０．０１１

※環境基準　１時間値の１日平均値が０．１ｍｇ /㎥以下であり、かつ１時間値が０．２ｍｇ /㎥以下

表６　大気中アスベスト調査　　　　　　　　　　（単位　本 / Ｌ）
調査日 市役所 新町市民センター 梅郷市民センター

８月２８日 ０．５３ ０．５６ ０．０５６

　市では、市内の環境を把握するため、定期的に水質や大気などの

調査を行っています。　　　

河川水質調査（表１）　河川の水質汚濁状況を把握するため、定期

的に水質調査を実施しています。市内の道路側溝は水路や河川に

接続しているため、油、塗料、洗剤等を絶対に流さないでください。

地下水調査　３か所の井戸から年１回（１０月）地下水を採水し、

分析した結果、カドミウム等重金属類の有害物質は検出されませ

んでした。

道路交通騒音・振動調査（表２）　道路交通騒音・振動の実態を把

握するため、市内９か所において騒音規制法・振動規制法の規定

に基づき調査を行っています。

自動車騒音常時監視（表３）　騒音規制法の規定に基づき、市内

１０路線１０区間で調査を実施し、沿道地域における環境基準の

達成状況を、過去に測定を実施した同一路線の別区間の結果を含

めて評価しました。

大気汚染調査（表４）　市内主要交差点等１２か所で年２回、二酸

化窒素の調査を行っています。大気汚染の一因である二酸化窒素

などの窒素酸化物は、工場などの排煙や自動車の排気ガスなどに

含まれており、大気中で酸化し、大気の水分に溶けて酸性雨の原

因となります。また、酸性雨（ｐＨ５．６以下の雨）は、湖沼や

河川に影響を与えると言われています。さらに森林の立ち枯れ、

土壌や建物などへの被害も世界各地で報告されています。酸性雨

については、市役所屋上で毎月調査を行っています。年平均は、

ｐＨ５．３でした。

大気中ダイオキシン類調査（表５）　市内の一般大気中のダイオキ

シン類濃度を把握するため、調査を行っています。調査の結果、

環境基準を大きく下回っていました。

大気中アスベスト調査（表６）　市内の一般大気中のアスベスト濃

度を把握するため、調査を行っています。アスベスト繊維を含む

大気中の総繊維数調査の結果、大気汚染防止法で定められた基準

（アスベスト繊維として１０本 /Ｌ）を大きく下回っていました。

微小粒子状物質調査（表７）　市内の一般大気中の微小粒子状物質

の重量を把握するため、調査を行っています。

藻類・底生生物調査（表８）　アユの餌となる付着藻類の状況を把

握するため、年３回、市内の多摩川の３か所において、市民団体

の協力を得て調査を行っています。また、年１回、市民球技場に

おいて、底生生物の調査および川石の付着物の定性分析を行って

います。底生生物を調査した結果、１０５種類の底生生物が確認

され、定性分析の結果、主な成分として二酸化ケイ素（石英）が

確認されました。また、経年変化の確認のため、過去の分析資料

から底生生物、付着藻類について出現種を分類学的に集計し生物

学的水質判定を行ったところ、年間変動に規則性は見られず、き

れいな水域であるとの結果でした。

採石公害対策調査（表９）　採石事業に伴って発生する公害を未然

に防止するため、ダンプトラック交通量および粉じん調査を行う

とともに、青梅市採石等公害防止対策連絡協議会を開催し、各事

業所の監視指導に努めています。なお、粉じん防止については、

機械の保守点検、洗車施設の有効使用、周辺道路の清掃等をより

一層励行するよう指導しています。

光化学スモッグ（表１０）　光化学スモッグとは、工場などの排煙

や自動車の排気ガスなどに含まれる窒素酸化物（ＮＯｘ）や炭化

水素（ＨＣ）が、太陽の紫外線を受けて光化学反応を起して生成

される物質（オキシダント）が高濃度になって発生する現象です。

オキシダント濃度が高くなると、目やのどなどの痛みを引き起こ

したり、植物などにも影響を与えたりします。市では、光化学ス

モッグ注意報等が発令されると、市民センター、学校、関係機関

等へ連絡し、看板等を設置して注意を呼びかけています。３０年

度は、警報、重大緊急報の発令はありませんでした。

苦情件数（表１１）　市には、ごみなどの焼却による煙やにおい、

河川の汚濁、工場などからの騒音などに関する苦情が寄せられま

す。苦情の多くは、焼却についてです。ごみの焼却は、法律や都

条例により禁止されており、煙やにおいは近隣住民の迷惑となり

ますので、絶対に行わないでください。また、ごみは定められた

方法により、適正に処理してください。

平成３０年度環境データをお知らせします
問い合わせ　環境政策課

表４　大気中の二酸化窒素の調査
調査期間（２４時間） 最高値（ｐｐｍ） 最低値（ｐｐｍ） 平均値（ｐｐｍ）

夏期 ( ６月１９日～２０日 ) ０．０２４
友田、七日市場

０．０１０
御岳橋 ０．０１７

冬期 ( １２月１７日～１８日 ) ０．０２２
青梅新町、今寺

０．０１０
御岳橋、成木五丁目 ０．０１６

※環境基準　１時間値の１日平均値が０．０４ｐｐｍから０．０６ｐｐｍまでのゾーン内またはそれ以下

表３　自動車騒音常時監視

路線名
評価区間 延長

（ｋｍ）
達成率 (％ )

始点～終点 昼間 夜間
新宿青梅線 瑞穂町境～千ヶ瀬五丁目交差点 ５．０ ９１．５ ９９．０
青梅飯能線 青梅市民会館前交差点～成木街道入口交差点 １．３ ９９．９ １００
立川青梅線 河辺東交差点～勝沼交差点 ２．５ ９９．９ ９９．９
瑞穂富岡線 瑞穂町境～青梅インター入口交差点 １．２ １００ １００
奥多摩青梅線 長渕郵便局前交差点～千ヶ瀬二丁目交差点 ０．８ ９９．６ １００
青梅入間線 成木街道入口交差点～今井馬場崎交差点 ３．９ １００ １００
所沢青梅線 瑞穂町境～新町６－１－１付近の交差点 １．６ ９９．６ ９９．１
藤橋小作線 藤橋北交差点～藤橋交差点 ０．５ １００ １００
成木河辺線 成木二丁目西交差点～小曾木福祉センター前交差点 １．３ １００ １００

福生青梅線 羽村市境（栄町三丁目交差点）～羽村市境（末広町二丁
目西交差点） １．０ １００ １００

※時間区分　昼間＝午前６時～午後１０時、夜間＝午後１０時～翌日午前６時


